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1 は じ め に

山形県にバラの養液栽培が導入されたのは1987年のロッ

クウール耕が最初で,以後急速に増加し,1999年には栽培

面積が約10haと なっている。ロックウールマット数にす

ると,約 12万マットに相当する。パラ養液栽培において ,

ロックウールは保水性,横浸透性に富み,固形培地として

最も普及しており,慣行では3～ 4年で改植のため更新さ

れている。この際の使用済み培地の廃棄処分方法が問題に

なっており,現状は野積み状態での放置,埋設処理, リサ

イクルなどの方法がとられている。しかし,こ れらの方法

は環境保全及び廃棄コストの面で問題がある。そこで,ロ ッ

クウール代替培地として,容易に入手でき,廃棄時には場
へ還元できる資材の培地適応性について,収量,品質を検

討し,特性を明らかにしたので報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種  ローテローゼ(HT剰 ,リ トルマーベル(スプレー系)

12)試 験 区

資材の種類 :砂 (川砂),畑土 (場内畑),赤玉t
(細粒),籾殻 (半燻炭),樹皮 (モ スマット),ヤ ン

殻 (ベ ラボン),鹿沼土細粒,ロ ックウール (対照 .

以下 RWと 略)
※砂,畑土,赤玉土,籾殻,鹿沼土は発泡スチロー

ルプランターに詰めて利用した。鹿沼土は `リ トル

マーベル'のみ供試した。

0)試験規模 1区  10株 反復なし
(RW区 は24株 ,樹皮区は16株 )

か ん 液 :4月 ～8月 1日 当たり6分×10回

9月～ 3月 1日当たり6分×6回

養液給水 :エ アリッチかん液方式 2液 タイプ

テンタクルチュープ :1本/株

最低温度管理 :15℃ 目標 (温風暖房)

3 試験結果及び考察

各資材の最大容水量は,RW区が900%で最も大きく,
次いでヤシ殻区825%,樹皮区772%,籾殻区738%と な
り,砂区では228%で極めて少なかった (表 1)。

【ローテローゼ】1997年 9月 から98年 5月 までの収穫当初

の収量は,RW区が最も多く,次いでヤシ殻区が多くなり,
1998年 6月 から99年 5月 の年間収量は,ヤ シ殻区が最も多

く,次いでRW区 ,樹皮区となり,栽培期間が長くなるに
つれてヤシ殻区,樹皮区で収量が増加 した。 この期間の

38壼当たり収量は,ヤ シ殻区484本 ,RW区 466本 ,樹皮
区435本 ,赤玉土区368本 ,籾殻区359本 ,畑土区339本 ,砂

区336本 となった。切り花長80cn以 _との割合は,赤玉土区
が最も多く,次いでRW区 ,樹皮区,ヤ シ殻区となり,そ
の他の区はさらに少なく,33イ 当たり本数はRW区 147
本 赤玉土区145本 ヤシ殻区124本 ,樹皮区120本で,そ の

表 1 最大容水量

資材の種類 水 分 (%)
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試験場所 場内硬質プラスチックハウス
花持ち性調査 (ロ ーテローゼのみ)

実施時期 :1999年 5月 24日

調  整 :長さ60cI,小葉5枚葉 3枚以上
調  査 :採花後,室温で水生け
花持ち日数 :ベ ントネック,露芯,花弁褐変,落葉の

症状が発生するまでの切り花後日数

開花程度 :表 3付図参照

栽培概要

挿 し木 :1997年 7月 4日

定  植 :1997年 9月 3日 株間15m
養液管理 (マ ット内):夏期 EC15,

表 2 `ロ ーテローゼ'の切り花収量及び80cl以上割合

畑 ±  122
赤玉±  96
籾 殻  111
樹 皮  109
ヤシ殻  130
RヽV     139       327(24ウ杉/33イ )

冬期 EC25
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注 切り花収量は331f当たり本数



東 北 農 業 研 究 第 52号  (1999)

“Ъ̈
』艶
謳
苺“
♂
　
　
剛

ごご ご
II期

"

“響
醍
『̈
Ｔる
♂√ご ご

崎嬌剛

％
脚̈

嚇
』
鴫
ｍ
ご
　
　
剛

①

●

●

“

∞

る

却

お

（Ｊ

“

Ｎ

Ｏ
Ｓ

ローテローゼの

切り花長推移

図2 ローテローゼの
切り花重推移
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図4 リトルマーベルの
切り花重推移

表 3  `ロ ーテローゼ'の花持ち性

ヤシ殻
RW 88± 05

注 al平均±SD

他の区では少なくなった (表 2)。

樹皮区,ヤ シ殻区,RW区の切り花品質について,切 り
花長は1月 から3月 にかけて樹皮区とヤシ殻区で長 くなっ

たが,その他の時期ではRW区 と同程度の切り花長で推
移した (図 1)。 切り花重は,1月 から3月 にヤシ殻区で

重くなったはかは,RW区 と同程度で推移した (図 2)。
樹皮区とヤシ殻区の切り花の花持ち日数は,RW区 と同
程度またはそれ以上となり,最終開花程度は露芯近くまで

開花した (表 3)。

以上のことから,樹皮とヤシ殻は,80cm以 上の切り花収

量がロックウールよりやや劣るが,供試資材のなかでは生

産性が高く,品質もロックウールとほぼ同等であることか

ら代替培地としての適応性が高いと考えられた。

【リトルマーベル】1997年 9月 から98年 5月 までの収穫当

初の収量は,畑土区,鹿沼土区,ヤ ン殻区,籾殻区が RW
区より多く,樹皮区はRW区 と差がなかった。 1998年 6
月から99年 5月 までの年間収量は,鹿沼土区が最も多く,

次いでRW区 ,樹皮区,籾殻区,ヤ シ殻区となった。この
期間の33“当たり収量は,鹿沼土区682本 ,RW区 652本 ,

籾殻区596本 ,ヤ シ殻区596本 ,樹皮区588本 ,砂区573本 ,

畑土区568本 ,赤玉土区550本であった。切り花長60錮以上

の割合は,赤玉土区が最も多く,次いで畑土区,RW区 ,

ヤシ殻区,砂区で,その他の区はさらに少なく,33ご当た

り本数では,RW区 289本 赤玉土区270本 ,畑十区255本 ,

ヤシ殻区254本で,他区はそれ以下であった (表 4)。

籾殻区,樹皮区,ヤ シ殻区,鹿沼土区,RW区 の切り花
品質について,切り花長はRW区とヤシ殻区が同程度で ,

その他の区では11月 から3月 にかけて短くなった (図 3)。

切り花重は,区間差があったが,推移パターンは同様の傾

向を示し, 1月 から3月 の期間ではRW区が重 くなった
(図 4)。 着花数は各区ともRW区 と同程度で推移 し,差

82± 22 學⑮銅い

表 4 `リ トルマーベル'の切り花収量及び611m以上割合

資llの顧 認野認ま 1騨驚酪  総計 ョ罹蚤り8と場諭F―
を少      164       409      573    41 2    236

畑 ±  195
赤玉±  148
籾 殻  178
樹 皮  162
ヤン殻  182
鹿沼±  187

373      568    449    255
402      550    49 1    270

418      596    339    202
426      588    369    217
414      596    427    254
495      682    357    243

RW     162       490      652    44 4    289

注 切り花収量は33壼当たり本数

はなかった。

以上のことから,切り花品質に問題があるが,生産性は

鹿沼土がロックウールよりも優れ,籾殻,樹皮,ヤ ン殻間

の差は小さく,その他の資材より優れ,こ れらの資材は代

替培地として適応性があると考えられた。

栽培中の培地の状態は,砂区では高温時乾燥しやすく,

畑土区は栽培期間が長くなるにつれて排水状態が劣った。

また,籾殻区は同化専用枝の折り曲げとともにナックル部

分が倒れてくるなどの現象が観察された。培地の特性とし

て,保水性,横浸透性,通気性,耐久性の他に株の支持体

としての安定性が必要であると考えられた。

4 ま  と  め

ロックウールと同様の養液管理では,最大容水量が高い

資材ほど生産性が高くなった。各資材に対する生産性及び

品質は品種間で差がみられた。供試した資材では,樹皮と

ヤン殻は `ロ ーテローゼ'と  リトルマーベル'のいずれ
の品種でも培地適応性が高く,特に `ロ ーテローゼ'での

花持ち日数はロッククールと同等若しくはそれ以上長くな

り,代替培地として有望である。
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